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集落営農組合による恒例の安曇野とよしな
玉ねぎ祭り（実行委員会主催）が 6 月 15 日、
16 日の両日、豊科地域を中心に市内 12 会場
で行われました。このうち豊科高家の真々部
会場では、生産振興部会の皆さんなどが、約
25 アールの畑で手作業にこだわり育てた玉ね
ぎの直売と収穫体験が行われました。15 日
には開場前から家族連れなど約 70 人が並び、
開場後はそれぞれが土から掘り出した玉ねぎ
を 20㌔グラム入りの袋に詰めていました。家
族と訪れた武田愛

あ い

唯ちゃん（豊科）は「涙が出
て大変だったけどたくさん採れました」と話
し、妹の詩

し の

乃ちゃんと一緒に初めての収穫を
楽しんでいました。

地域の皆さんが、県、市と協定を結び、県
道の美化・清掃活動をする「信州ふるさとの
道ふれあい事業」の調印式が 7 月 2 日、県安
曇野庁舎で行われました。この日は、堀金地
域、岩原区内のボランティア有志による岩原
ひまわりクラブ（尾

お び な た  

日向洋
ひろし

代表）が新たに調
印しました。同クラブでは、今後、岩原公民
館周辺の県道塩尻鍋割穂高線（通称山麓線）
沿線で花づくりを行います。尾日向さんは「沿
線を通る人に喜んでもらい、参加者も増えて
活動の輪が広がれば」と話しました。市内で
は同クラブを含め、8 路線、10 カ所で 9 団体
の皆さんが活動に取り組んでいます。

6/15・16　安曇野とよしな玉ねぎ祭り

7/2　信州ふるさとの道ふれあい事業調印式

新鮮！安曇野産玉ねぎ

市民の力で道路に花の彩
いろど

りを

第 29 回信州安曇野あやめまつり（あやめまつり実
行委員会主催）が、6 月 19 日から 30 日まで龍門渕公園・
あやめ公園で開催されました。地域の皆さんが手入れ
をしたハナショウブの花、約 70 種類 5 万株が彩り豊
かに咲きそろいました。また、期間中は、公園内に“笑
顔プロジェクト”として、住民の写真 5,000 枚を重ね
合わせた手作りの巨大モザイクアートが展示され、訪
れる人の目を楽しませました。

6 月 23 日にはメーンイベントが行われ、あやめ公
園特設ステージでは、高校生のバンドや明科中学校吹
奏楽部の演奏のほか、キッズダンス、よさこい踊りな
どが披露されました。また、龍門渕公園では、野だて
やニジマスのつかみどりなどさまざまなイベントが行
われ、多くの人でにぎわいました。

実行委員長の平林千代さんは「今年、新たに明科高
校の皆さんが考案した祭りのマスコットキャラクター

“リーリオ”が誕生し、こうしたみんなの協力で良い
イベントができました」と話してくれました。

6/23　第 29 回信州安曇野あやめまつり

凜
りん

と咲くハナショウブに魅せられて

市体育協会（下里安生会長）では 6 月 7 日、平成 24
年度中に市のスポーツ発展に業績があった皆さん 41 人
を表彰しました。今回から若手競技者の育成のため、
新たに奨励賞が設けられ、市内中学校、高校の在校生
および市内中学校出身の高校生で、全国大会に出場し、
所属校から推薦された皆さん 38 人が表彰されました。
受賞した皆さん（敬称略、所属は平成 24 年度当時）
功労賞：増澤寛伍（故人　前明科地域体協会長）栄光賞：空手
道　武藤美羽（安曇野空手道連盟）　卓球　和田陽子（豊科地域
体協）奨励賞：【中学生】体操 岡村和美（豊科南）　馬術　衛藤
みのり（明科）　クロスカントリー　岡村慧胤（豊科北）　陸上
競技　永田望海、細萱元太、塩田雅人、山下紘永、藤原利章、
長﨑祐介（豊科北）　新体操　猪又涼子（三郷）　柔道 下総誠一
朗、等々力瑛乃（三郷）　【高校生】バドミントン　和田樹也（大
町北）　女子サッカー　山下葉子、宮田歩実、手塚杏菜（大町北）
山岳　京屋仁（大町）　水泳　望月恵（豊科）　陸上競技　塩島
亮太、藤原純一、望月絵美（豊科）、林優人（創造学園）、小合
沙季（丸子修学館）、寺島国彦（穂高商業）　弓道　望月力（松
本美須々ケ丘）　サッカー　江田貴史、北原賢介、近藤元太、藤
澤敬介、森下敦史、髙木智也、髙木祐也（創造学園）　剣道　鶴
見絵梨香（穂高商業）　テニス　角田まり（松商学園）　卓球
宮島愛美、三澤和弥（松商学園）　空手道　中川拓人（松商学園）
バスケットボール　太田景子（東海大三）
※当日は 29 人（うち代理 5 人）が出席

6/7　市体育協会定例表彰

全国で活躍した中高生を表彰

国際協力機構（JICA）のボランティアと
して 2 年間、西アフリカ・ブルキナファソ
に派遣される川上桂

け い な

奈さん（豊科）が 6 月
24 日、宮澤市長を訪ね、出発前のあいさつ
をしました。教員免許を持つ川上さんは、
赴任先の教育機関で小学校の教材研究や授
業改善に取り組む予定で「まずは現地で自
分にできることをしてみたい」と抱負を述
べ、自分の将来について「帰国後は、教師
となって体験を伝え、子どもたちにアフリ
カを身近に感じてもらえるようにしたい」
と夢を語りました。

市内三郷出身で大相撲力士の高
た か み さ と

三郷勝
かつよし

義
（本名・和

わ き

木勝義）さん＝東関部屋＝の激励
会が 6 月 9 日、豊科で開かれました。この
日は地元の後援者や市民など約 170 人が参
加。今後の活躍を期待して高三郷さんに激
励の言葉などが送られました。5月場所では、
自身初の幕下（東 52 枚目）に昇進。この場
所 3 勝 4 敗の成績に終わったものの、高三
郷さんは、精神面の強化を課題に挙げなが
ら、手ごたえも感じた様子で「皆さんの応
援が励みになります。次も上位を目指し頑
張りたい」と来場所での飛躍を誓いました。

6/24　青年海外協力隊員が表敬訪問

6/9　三郷出身力士・高三郷さん激励会

将来の夢は教師に

ふるさとの応援に決意新たに


